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A Multi-Regional Socio-Economic Structure 
with Water Supply/Demand
— A Multi-Regional Econometric Model 
of the East Mikawa Area —
Hiroyuki Shibusawa, Makoto Yamaguchi, 
and Kosuke Nakazawa＊
Abstract
　The East Mikawa area is located in the southeastern part of Aichi Prefecture, which 
spreads from the urban, bay area in the south to the rural, mountainous area of the 
north. This area, particularly the southern area, has seen development ever since 
water has been supplied from the Toyo River.  Today, this development includes the 
high value-added agricultural systems in the cities of Toyohashi and Tahara, and the 
manufacturing base, which includes the automobile industry, around and beyond 
Mikawa Port. Since the water supply for the area depends on the Toyo River, changes 
in the industrial structure and the lifestyles of residents have resulted in the serious 
problem of water shortages. This area also faces several policy issues including 
environmental preservation in Mikawa Bay, highway construction, consolidation of 
municipality, and the aging and depopulation of the communities in the northern 
mountain area. However, the problem of water supply and demand is of increasing 
importance as water resources continue to dry up around the world.  In this study, our 
purpose is to construct a multi-regional econometric model by dividing the East 
Mikawa area into 4 regions in order to analyze the impacts of water supply and 































市、北設楽郡（設楽町・東栄町・豊根村）、宝飯郡（音羽町、小坂井町、御津町）の 5 市 5 町 1
村からなる地域である（平成 21 年 2 月現在は宝飯郡音羽町、御津町が豊川市に編入合併し 5 市
3 町 1 村）。本地域の面積は約 1,812 平方キロメートルで愛知県総面積の約 35％を占める。南部
の三河湾沿岸には豊橋平野、渥美半島が広がり、北部（奥三河）は山林となっている。地域を南
北に一級河川である豊川が流れ、三河湾に注いでいる。





















は主に冷却水として海水も利用される。2004 年の工業用水使用量は 2,052,817 立方メートル／日










工業用水淡水使用量（m3/ 日） 1,314,274 2,052,817
水道用水有収水量（千 m3/ 年） 63,259 84,131
農業用水配水量（千 m3/ 年） 167,145 200,935
工業用水配水量（千 m3/ 年） 17,064 15,549












































第 3・第 4 地域外国人登録者数、第 2・第 3
地域工業用水海水使用量、第 1 ～第 4 地域










1985 年から 2004 年までの 20 年間、推定期








































ND＊ 死亡者数（人） WMI＊ 〃その他補給水（m3/day）
NI＊ 転入者数（人） WMR＊ 〃回収水（m3/day）
NO＊ 転出者数（人） WMT＊ 〃使用量（WMH＊+WMI＊+WMR＊）（m3/day）
NE＊ 不突合（人） WMS＊ 工業用水海水使用量（m3/day）
NR＊ 住民人口（人） WGT＊ 生活用水有収水量（千 m3）
NF＊ 世帯数（世帯） PW＊ 一般家庭用水道料金（10m3）










SA＊ 農業粗生産額（百万円） WWAW 〃西部幹線配水量（千 m3）
EM＊ 製造業就業者数（百万円） WWAM 〃牟呂松原用水配水量（千 m3）
CSM＊ 〃現金給与総額（百万円） WWME 工業用水東部幹線配水量（千 m3）
SM＊ 〃出荷額等（百万円） WWMW 〃西部幹線配水量（千 m3）
KM＊ 〃有形固定資産（百万円） WWGM 生活用水東部幹線配水量（千 m3）
INM＊ 〃投資額（百万円） WWGW 〃西部幹線配水量（千 m3）
ES＊ 卸小売業就業者数（人） WWGM 〃牟呂松原用水配水量（千 m3）
SS＊ 〃販売額（百万円） WWA =WWAE+WWAW+WWAM（農業用水総量）








Y＊ 課税対象市民所得（百万円） SWA 農業用水年間最大節水率（%）
RE＊ 歳入総額（百万円） SWM 工業用水年間最大節水率（%）






LHB＊ その他宅地（ha） PET 〃総支出デフレータ
LA＊ 農用地
PL 住宅地平均価格（千円 /m2） T タイムトレンド




サブモデルはすべての推定式を示す。係数下の < > はｔ値、変数記号の下添え字（-1）は 1 期ラ
グを示す。D ＊＊はダミー変数であり＊＊は年を表す（年数が続く場合には、例えば、1993 年
から 1995 年のダミー変数は D93-95 と表す）。また、各略号は RR：決定係数、RRB：自由度修正
済決定係数、SD：方程式の標準偏差、DF：自由度、DW：ダービンワトソン比、MAPE：平均
絶対誤差率（パーシャルテスト時）である。
　全推定式の自由度修正済み重決定係数は 0.7 以上であり、各説明変数の t 値の絶対値は 1.0 以
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水需給を含む多地域社会経済構造－東三河多地域計量経済モデルの開発－













































































ケース 4 慢性的に渇水が発生した場合。 各種用水の最大節水率を全期間にわたって 5％上昇させる。
ケース 5
2001 年に竣工したダムが 5 年早く竣
工し節水が緩和された場合。




































（2008 年 9 月 17 日ダウンロード）
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